
（別紙３）

〜 令和7年12⽉20⽇

（対象者数） 3 （回答者数） 3

〜 令和7年12⽉30⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
気になることは後回しにせず、問題解決に向けて積極的に意
⾒を出して情報共有をしていきます

2
専門性を維持するために、センター内の研修に参加をしてい
くとともに、センター外の研修に積極的に参加し専門性を深
めていきます

3
支援計画に基づき個々に合わせた支援ができるようにしてい
きます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
サービス担当者会議の開催や特別支援学校の⾏事参加、相談
支援専門員からの情報等で、よりよい支援ができるようにし
ていきます

2
⽋席者がでた場合の他利⽤児受け⼊れや⻑期休暇中の受け⼊
れを増やし、収⼊を上げる必要があります

3
今年度、３⽉に保護者交流会を実施予定ですが、保護者の
ニーズに合った会が開催できるように、内容を充実させる必
要があります

⽇々の職員が固定しているため、ご利⽤児についての情報共
有ができやすく、ご家族からの要望に対して対応が早くでき
ています

定期的なカンファレンスやモニタリング以外にも、ご家族か
らの要望や利⽤児の対応等をすぐに話し合う事ができていま
す

専門職による支援ができています

看護師、保育⼠、児童指導員、作業療法⼠または理学療法⼠
が⽇々勤務しています。また、センター内には⼩児科医や臨
床⼼理⼠が勤務しているため、ご家族からの相談に時間を空
けず対応できます

児童発達支援、放課後等デイサービス、生活介護との多機能
事業所のため、異年齢との関りがもてます

⼟曜⽇が利⽤⽇の放課後等デイサービスは、児童を主とした
⽇課になっているため、集団療育、個⼈療育とも時間を設定
しています

保護者交流や地域との交流ができていません
コロナ禍以降、感染対策⾯で保護者交流会の実施ができてい
ません。同様に地域との交流もできていません

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

関係機関との連携ができていません
ご家族との情報共有はできているものの、２回〜４回／⽉の
利⽤のため、特別支援学校や他事業所との連携ができていま
せん

専門職を含めた職員配置になっていますが、利⽤児の医療度
も上がり、看護師を含めた⼈員が必要です

看護師が⼀名のため、生活介護も含め医療的ケアが必要な利
⽤児者を複数名受け⼊れることができていません

令和7年11⽉25⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和8年1⽉10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 障害児（者）通所事業所ウイズワン

○保護者評価実施期間 令和7年11⽉22⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


